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本書の対象読者

本書は、以下を想定読者と考える。

• 犯罪捜査を行う警察組織または法執行機関（検察、裁判所）、類似する職務執行機関（捜査権または

逮捕権など警察権が認められている機関）の職員、組織における不正を調査する職員、犯罪捜査に

関する経験を有しているが、「サイバー犯罪」と言われても、何をすべきかよく分からない者

• 新たに組織内にサイバー犯罪捜査チームの組成を任命された責任者

• すでに犯罪捜査の実働組織をマネジメントした経験があり、今後、サイバー犯罪捜査部門の責任者

としての任命が期待されている幹部候補生

• 短期的に高い効果を発揮することのできるサイバー犯罪捜査官をトレーニングするプログラムの研

究・開発・指導を行う者

Cyber
Security

PDCA

Corporative
Objectives

Cyber
Investigations

OODA

Law Enforcement
Objectives

Same coin, different focus

 

「CIBOK」の概念

なぜ「CIBOK」なのか
サイバーセキュリティとは、組織のリスクを特定し、軽減するための情報通信技術（IT）における機

能である。

組織は「オペレーショナルリスク 1 」とその管理に関して、「基本方針（Policy）」、「実施手順

（Procedure）」および「教育（Training）」を有している。そこに情報通信技術は、情報収集、処理、管理、

定着、および保護の形で支援している。また、情報通信技術は享受者である下流の顧客に対し、サービ

1　 内部プロセス・人・システムが不適切であること、もしくは機能しないこと、または外生的事象が生起することから生じる損
失に係るリスク。バーゼル銀行監督委員会「自己資本の測定と基準に関する国際的統一化：改訂された枠組」より
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序章スを提供し続ける上でのリスクを軽減する管理機能の役割も果たしている。これらの機能により、市場、

株主、出資者に対する義務が果たされ、「経営管理（Executive Management）」を満たすことができる。

組織で使用される情報通信技術は、組織要件の高まりとともに、梃（Leverage）として「攻撃対象とし

ての技術（Technology as a Tool）」を進化させてきた。時を同じくして、組織機能を破壊または混乱さ

せるサイバー攻撃も発生している。

こうした現状において、「最高情報処理責任者（CIO）」は情報通信技術の支援を通して業務の継続性

を確保する役割を果たすことで担当幹部として「役員会議室の椅子（Seat at the Boardroom Table）」を

手中に収めた。そこには情報保護と情報インフラストラクチャに対するセキュリティも含まれる。その

CIO の役割を支えるため、「最高情報セキュリティ責任者（CISO）」の役職が新設された。CISO は必要

となる資源の戦略的かつ戦術的な計画策定と管理の役割を担っている。

情報通信技術の急速な発展とそれに相関する脅威によって、特定のスキル、知識そして経験を満たす

ために求められる要件は定義された。脅威と関連要件はそれに対応する「マーケットインテリジェンス

（Market Intelligence）」（公開情報または独自情報）が形成された。それは組織にとって新たなリスクと

もなり、現在もそのリスクは進化を続けている。

そこで組織では「適時性捜査（Coincidental Investigative）」や「インテリジェンス（Intelligence）」に

対する要求が高まり、その支援者として新たな「サイバー犯罪捜査官（Cybercrime Investigator）」の役

割に期待される。

「サイバー犯罪捜査知識体系（Cybercrime Investigation Body of Knowledge: CIBOK）」は、法執行機

関のみならず、組織におけるリスク管理者、情報通信技術者を支えるために必要な背景、要件について

記述することを意図している。
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Sales Marketing Customer
Support

CIOCOOGC CFO CEO

Requirements

Market/Shareholders/Partners

Legislation
Law Enforcement

Regulators
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Cybercrime
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図 1. サイバー犯罪捜査フレームワーク
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「CIBOK」の目的とは何か 

本書の目的とは
「サイバー犯罪捜査知識体系（Cybercrime Investigation Body of Knowledge: CIBOK）」の目的は、力

量を備えた、有能なサイバー犯罪捜査官が、その捜査活動において、実践している「良い実務慣行（Good 

Practice）」とはなにかを示すことにある。

サイバー犯罪捜査を実行する上で一般的に身についていなければならない知識、技能、姿勢について

領域全体を体系的に分類・秩序立てを行い、「階層構造（Taxonomy）」を示すことで、それに含まれるト

ピックスを利用するためのアクセス手段を提供することにある。このため、各トピックに関する記述は、

そのトピックに関して、読者が参照資料を首尾良く発見するために必要な範囲だけに限定する。知識体

そのものは、本書のなかにあるのではなく、参照資料の中から見いだされるものである。

CIBOK を確立する 5 つの目的
本書は、次に示す 5 つの目的に従って確立されている。

1.	各国の法律に拠ることのない全世界で一貫したサイバー犯罪捜査に関する心得（Common Sense 

Approach）を普及・促進すること。

2.	他の体系化された実務慣行、プロジェクト管理、コンピュータサイエンス、デジタルフォレンジッ

クスについて、サイバー犯罪捜査の範囲における位置づけを詳細に示すこと。

3.	サイバー犯罪捜査において実践すべき内容を、特徴付けして示すこと。

4.	サイバー犯罪捜査知識体に対して、トピックスを利用するための手段を提供すること。

5.	トレーニングカリキュラム開発および、業務に携わる個人の知識とスキルが高い水準のレベルであ

ることの保証に必要な基礎を提供すること。

これらの目的を達成するために、次の活動が行われている。

第 1 の目的（全世界で一貫したサイバー犯罪捜査に関する心得）を達成するため、本書は 3 か国から参

加した 12 人の執筆者、およびレビュワーによる開発プロセスによって構築されている。

第 2 の目的（他の体系化された実務慣行とサイバー犯罪捜査の範囲における位置づけを詳細に示す）

を達成するために、サイバー犯罪捜査における実行フレームワークとして取り入れなければならないと

認識された資料（Materials）は、図 2 に列挙された 8 つの知識領域からなるサイバー犯罪捜査における

実行フレームワークによって階層化されている。

サンプル
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はじめに

犯罪は、常に社会の一要素として存在してきた。人間が罪を犯す理由はさまざまで、目的が 1 つでは

ない場合もある。犯罪行為の影響は社会によって解釈され、合理的な処罰が科される。犯罪者はその行

為を成し遂げるために道具を使う。サイバー犯罪の場合、その目的で使われるのはコンピュータである。

企業がネットワークやインターネットにつながる以前は、侵入といえば、ハンマーやピックといった道

具が使われたり、入館証や警報システムの暗証番号が盗まれて悪用されたりするか、窓ガラスが割られ

たりして起こるものであった。現在、企業への侵入に使われているのは、電子メールによるスピアフィッ

シング攻撃やウェブサービスに対する SQL インジェクション攻撃、ソーシャルエンジニアリング手法な

どである。何かを破壊して侵入するという意味では同じ犯罪であるが、その目的を果たすための道具が

異なっている。いずれにしろ、罪を犯しているのはやはり人間である。

本章では、サイバー犯罪に関連する法理について触れ、それらの定義と捜査、起訴の方法をみていく。

また、内部統制の問題や、捜査および起訴の方法に影響する管轄権に関する指標（および制限事項）につ

いても触れる。さらに、専門家がそれぞれのプログラムや方針を調整し、応用可能なフレームワークを

構築できるよう、組織機関および捜査機関の役割と責任について説明する。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• 法廷や法令における「サイバー犯罪」の定義とは

• サイバー犯罪捜査を管轄するのはだれか

• サイバー犯罪捜査における「ベストプラクティス」とはサンプル
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はじめに

かつて、活動家は組織活動に起因する不正や不公平に対し、社会的抗議活動やデモ活動として、責任

者や決定者がいる施設の前でプラカードを掲げ、公の場で自らの主張を示すことが彼らの専売特許で

あった。今日、このような社会的抗議はソーシャルメディア上で展開されている。より悪質な例として

標的組織が運営する Web サイトなどのマーケティング情報を改変する活動もみられる。これらのデモ

活動に共通する目的は、顧客が企業の製品やサービスを利用することを妨げたり、従業員の業務遂行能

力を低下させることであった。今日ではその手段として、システム消去やシステムを使用不能にする

ツールを用いることでサービス拒否攻撃や妨害行為を実現し、その目的を達成している。同様にかつて

の恐喝は、都合の悪い情報を使用したり、企業が依存している手段やサービスをコントロールすること

で実行されていたが、今やそれもランサムウェアで容易に実行されるようになっている。（民間または政

府による）諜報活動は常に存在したが、今はリモートアクセスや傍受を可能にするバックドア型トロイ

の木馬でそれも容易に実行されている。

サイバーで容易に実行できるのは、どのような犯罪の「種類（Type）」だろうか？　本章では、企業の

妨害や敵対するブランドへの攻撃を容易に実現するために用いられたサイバーツールの使用方法から、

犯罪行為者が（しばしばサイバーツールを使用して）達成しようとしている実際の目的から、捜査官の目

をはぐらかすために用いているサイバーツールの使用方法に至るまで、サイバー犯罪の進化について説

明している。また、そのような目的や彼らを後押しする動機、犯罪者と犠牲者のプロファイル、サイバー

犯罪者の特徴の特定に関する説明も行っている。

本章で示されている定義は、サイバー犯罪が映し出す脅威の種類を示すことで、監査および評価項目

を決定する際、また防御および保護メカニズムを決定する際に、組織のポリシー策定者にとっての一助

とすることが狙いである。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

•	「サイバー犯罪」とは

• その目的や動機とは

• サイバー犯罪者のプロファイルとは

• サイバー犯罪者の組織構成とは

• サイバー犯罪者が保有するスキルや知識とは

• サイバー犯罪の進化経緯とは

サンプル
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はじめに

犯罪は必ず証拠を残すものである。犯罪は単独の行為ではなく、いくつもの行為が積み重なって違法

行為となる。したがって、捜査官や組織の管理職が犯罪者の手口である TTP（Tactics, Techniques and 

Procedures：戦術、技術および手順）を理解できれば、サイバー犯罪の計画や準備、管理から実行を反

映する形跡や手掛かりをつかむことができる。計画された犯罪か否かにかかわらず、そのような形跡が

犯罪の特性を識別するのに役立つことになる。これらの形跡は、一般的に「犯行遺物（Artifacts）」と呼

ばれる。

本章では、活動のステージ（段階）を示す証拠として、また犯罪に関係のある活動の兆候または属性と

して評価可能なサイバー犯罪の犯行遺物について詳細に説明する。さらに、捜査官がこういった犯行遺

物を発見するのに役立つ内外の情報源について説明し、加えて組織の意思決定者や管理職が包括的な監

査や評価のプログラム、または防衛・防御システムおよび手順を構築するのを支援する。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• サイバー犯罪の兆候とは

• サイバー犯罪の犯行遺物と兆候の違いとは

• サイバー犯罪活動におけるステージ（段階）とは

• 捜査官が使用できるサイバー犯罪の犯行遺物の種類とは

• 捜査官がサイバー犯罪の犯行遺物と兆候を見つけられる場所はどこかサンプル
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はじめに

ある人物が銃撃を受けた。これは状況によっては犯罪かもしれないし、そうでないかもしれない。あ

る人物が意図的な銃撃を受けた。これでも犯罪でない可能性がある。その人物が撃たれた場所は戦場で

はなく、住宅地であった。まだ、状況は明確でない。その人物は、デモに参加している群衆の中にいて、

意図的な銃撃を受けた。もしかすると、発砲者には自己防衛といった正当な理由があっただろうか。撃

たれた人物は、デモに参加している群衆に向かって演説していた。あるいは、犯罪かもしれない。撃た

れたのは、マーティン・ルーサー・キングであった。いかなる犯罪も、行動と意図、その行為による影

響によって定義される。犯罪の特性も同じ基準によって定義される。区別に使われるのは、基本的に犯

罪の「スコープ」である。

上記のような犯罪は、撃たれた人物が戦場にいる兵士だった場合や、マーティン・ルーサー・キング

ではなく、デモに居合わせた人物だった場合には違うものになる。これは、単純に、犯罪行為の影響は

スコープが幅広いからである。犯罪の脅威または（既遂の場合）結果は、犯罪の目的と達成手段によって

変わる。

次のシナリオで、もっと一般的なサイバー犯罪を説明しよう。セキュリティシステムが警告を発し、

あるビルにだれかが適切な暗証番号を使わずに侵入したことを知らせたとする。警察が対応に駆けつけ、

ドアが開いているのを発見する。さらに調べてみると、窓ガラスの一枚が割られ、内側からドアが開け

られたことが判明した。ビルに入ったすぐのところにホームレスが寝ているのを警察が見つける。同じ

シナリオで、今度はホームレスがいるホールから奥のオフィスルームで明かりがついているのに気付い

たとする。1 台のコンピュータは電源がオンになっていて（他のコンピュータはすべてがオフなので不

審である）、コンピュータのデスクトップにあるフォルダの 1 つが開いている。「2016 年の合併」という

名前のファイルが選択された状態で「コピー完了」というダイアログボックスが画面に表示されている。

ホームレスに対する尋問で、ホームレスが屋外の寒さから逃れて安全に寝られる場所を求めてビル内に

入ってきたときには、すでにドアが開いていたことが分かる。

どれも人騒がせな犯罪に聞こえるかもしれないが、残念ながら、これらはサイバー空間の TTP

（Tactics, Techniques and Procedures：戦術、技術および手順）によって遂行される代表的な犯罪の種

類である。

殺人や社会転覆、不法侵入、知的財産窃盗、恐喝など、あらゆる種類の犯罪がサイバー技術で可能と

なる。しかしながら、これらの犯罪が及ぼす影響の決定的要素となるのは、最終的に、犯罪の実行と結

果におけるスコープである。すでに使えなくなったボットネットサービスへの加入を試行させる無差別

なコンピュータ感染は、サイバー犯罪者が企業内のコンピュータに感染を広げ、ボットネットの無人操

作機に仕立て上げて利用する標的型コンピュータ感染とは、まったく別物である。後者はサイバー犯罪

者が情報を盗む、企業の業績データを盗聴する、企業システムへのアクセスをボットネットの登録利用

者に販売するといったことを行う。また、コンピュータをボットネットに組み込むためのコンピュータ

侵入は、ボットネットに利用者として登録し、そこで得た非公開情報をもとにインサイダー取引を行お

うとする不正トレーダーとは異なる。

本章では、サイバー犯罪を理解し評価する際の「スコープ」の概念について説明する。また、犯罪の特

性、（TTP で実行する目標を達成するための）標的決定の目的、公共組織と民間組織における考え方の

違いも説明する。さらに、捜査・調査を指揮するための統制基準と、防衛と予防に関連する方針やシス

テム、手続きを、組織が定める上で参考となる情報を提供する。
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本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• サイバー犯罪にはどのような「特性」があるか

• サイバー犯罪が標的とする組織機能にはどのようなものがあるか

• そのような機能に対するリスクは、官と民の組織でどのように異なるか
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はじめに

「第 3 章 サイバー犯罪の犯行遺物」では、サイバー犯罪活動におけるステージおよび TTP（Tactics, 

Techniques and Procedures：戦術、技術および手順）に関係する兆候に基づいて、サイバー犯罪の犯

行遺物について考察した。すでに述べたように、犯罪では必ず証拠が残る。証拠によっては、一般に公

開されている情報源に残るものもある。なぜなら、サイバー犯罪はインターネット上の共有サービスを

使って実行されることが多く、分散型の行動（他者に雇われて実行する行動や、組織的犯罪集団による

行動）であったり、さまざまな形で繰り返されたりすることが理由で、使った TTP が、情報を共有する

捜査官と分析員に見えてしまうからである。それ以外の証拠は、システムや従業員、関連の活動ログな

ど、内部（被害者）の情報源からしか得られないものである。

本章では、捜査官がサイバー犯罪のスコープ、影響、および行動を理解するために利用できる内外の

証拠の情報源について考察する。この情報は、組織の意思決定者および管理職が防衛と予防に関する方

針やシステム、手続きを決定するための監査と評価の基準を設ける際の助けとなる。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• サイバー犯罪を識別する証拠の情報源にはどのようなものがあるか

• 証拠は組織内外のどこで見つけることができるか

• 証拠の情報源別に、内容、信頼性、および構造はどのように異なるのかサンプル
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はじめに

捜査官が情報源から証拠を収集する手段は、被疑者の嫌疑が何であるのかと同じくらい、場合によっ

てはそれよりも重要である。証拠の収集または取り扱いが不適切であったために起訴がうまくいかな

かった例は数多い。同じく、過去に集められた証拠をもとに関連犯罪の起訴が行われる例も多い。どの

ような種類の証拠を（また、どの情報源から）使えるかは、サイバー犯罪の特性とスコープ、攻撃手口

（TTPs :Tactics, Techniques and Procedures：戦術、技術および手順）によって決まる。

本章では、各種のサイバー犯罪の特性とスコープ、TTP に応じて自動および手作業で証拠を収集する

手段を検証する。また、犯罪のスコープと影響によってはサイバー犯罪が後に他の犯罪に関係する、あ

るいは、司法上の要件が存在する可能性があるため、サイバー犯罪の種類ごとの要件に関連する具体的

な違いを検討する。たとえば、対人の犯罪は業務妨害や知的財産の窃盗とは異なるため、そのような違

いについても見ることにする。

本章では、そのような要件に応じて効果的な証拠収集の手段を作り上げるための参照フレームワーク

を捜査官向けに提示する。さらに、防衛と予防に関連する方針やシステム、手続きを、組織の管理職が

定める上で参考となる情報を提供する。

本章には分析のためにコンピュータから証拠を収集する手段の説明が含まれているが、これらの作業

は適格な捜査官が行うものとする。また、複数の手段とツールについて説明しているが、本章は「イン

シデント対応」ガイドではない。本章は、これまでに述べた証拠の情報源から犯行遺物を収集する際の

手助けとなることを主眼としている。サイバーセキュリティとサイバー犯罪捜査のトピックスは相互に

関連するが、本章は IT 活動と捜査、すなわち証拠収集の違いを理解する上で読者の役に立つはずであ

る。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• サイバー犯罪の証拠はどのように収集できるか

• サイバー犯罪の証拠はどのように収集すべきか

• 証拠の信頼性を確保するにはどのような手段または手順に従うべきか

• サイバー犯罪の種類によって、証拠や関連手段はどのように異なるか

サンプル
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はじめに

本章「証拠分析の方法」は、サイバー犯罪捜査官が、偶然の一致として証拠を取り扱うのではなく、特

定の検査によって証拠を集約し、分析するための方法を扱っている。

サイバー犯罪捜査においては、データサイエンスに基づく分析のコントロールが必要である。それは、

テスト、品質保証、そして結果の開示を含む、効果的な証拠分析フレームワークの要件として定義する

必要がある。

この知識領域によって、サイバー犯罪捜査官が、組織に関連するリスクと脅威を特定するために、サ

イバー犯罪における「範囲（Scope）」、「ステージ（Stages）」、「種類（Types）」のそれぞれを切り離して

検討することが可能となる。またそれらには、「プロファイル（Profile）」、例えば「脅威アクター（Threat 

Actors）」（企業や組織へ脅威を引き起こす犯罪者）やそれらによって引き起こされる「活動（Activity）」

に関する影響分析も含んでいる。

本章では、サイバー犯罪捜査官へ、証拠分析の効果的な方法を開発するために必要となる基準のフ

レームワークを提供する。

それはまた、管理職に対しては、防衛と保護に関する「政策（Policies）」、「システム（System）」、「手

続き（Procedures）」を定義するための支援となる。

この知識領域は、3 つのトピックスに分類されている。「第５章 証拠の情報源」、「第６章 証拠収集の

手段」と密接に関係している。

サイバー犯罪捜査官にとって、利用可能な情報ソースから適切な証拠収集が重要であるように、証拠

分析はサイバー犯罪の範囲を評価する上で重要である。

通常、捜査には制約がある。そこで、評価された範囲に従って、技術および他のリソースについて割

当を行うべきである。

このとき、証拠分析における効率性と有効性とは、サイバー犯罪捜査の適切な実行と将来阻止すべき

敵との差分もしくは、同様の（もしくはより凶悪化していく）サイバー犯罪からの苦しみと将来に向け用

意したサイバー防犯設備の効果との差分である。

以上の点から、本章は、サイバー犯罪捜査における他のすべての側面との関係を持っており、本書の

他のすべてのサイバー犯罪捜査官知識領域とリンクしている。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• どのようにサイバー犯罪の証拠分析のために、証拠を集約、分析すべきか

• どのように効率的なデータ管理と分析フレームワークを定義すべきか

• どのように分析結果を入力し、サイバー犯罪の範囲を関連付けすべきか

• どのような解釈が「脅威（Threat）」、「活動（Activity）」「脅威アクター（Threat Actors）」、「活動

（Activity）」に関する影響分析となるか
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はじめに

サイバー犯罪に対する効果的な対応とは何かを考えるときは、「どうすれば」事件を最終処理できるか

だけではなく、「だれが」最終処理に関与すべきなのか、「いつ、どの時点で」関与するのかを考慮する

必要がある。サイバー犯罪の最終処理を行うには、技術と手続きの両面で、組織的な取り組みとして評

価や調査、理解、改善にあたることが求められる。不正アクセスに遭ったシステムを単に取り替えただ

けでは、効果的な最終処理とはいえない。最終処理への道のりは、事件が発生しないうちから始まって

いる。すなわち、組織において守るべき情報資産は何なのか、組織がどのようなリスクに直面していて、

自己防衛にどれだけの時間とリソースを割く必要があるのかを前もって評価しておく必要がある。また、

サイバー犯罪から組織を守り、対応できる体制を強化するにはどのような計画とテストが必要かも把握

しておかねばならない。その上で、啓発や予防、捜査などの手段を通じて「通常の業務」における活動も

守ることになる。

本章では、サイバー犯罪の捜査と対応に関係する役職と任務、アクション（処置）、手続きについて解

説する。また、サイバー犯罪のスコープや犯行遺物、発生源、証拠が、組織または管轄地の方針に従っ

て事件を最終処理する際のプロセスとどのように関わってくるかも説明する。サイバー犯罪の種類は多

様であり、それによって生じる影響もさまざまである。したがって、捜査や最終処理の手法もそれぞれ

に異なる。

本章では、ベストプラクティスに加え、多くの管轄地で責任に関連して考慮すべき点とされる事項を

踏まえながら、サイバーインシデントへの対応および脆弱性の修正に関する枠組み案を捜査官向けに提

案として示す。さらに、防衛と予防に関連する方針やシステム、手続きを、組織の管理職が定める上で

参考となる情報を提供する。

なお、本章で解説する問題や処置の多くは、管轄地によって法および規制上の取り扱いが異なるので

留意されたい。本章は法律的な助言の提示を目的としておらず、その用途で参考とすることはできない。

むしろ、本章の目的は、サイバーインシデントへの対応を行う場合に、犯行の内容を現地の適用法に照

らし合わせて考慮すべき法的事項や実務的事項の概要を示すことにある。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• サイバー犯罪の捜査と最終処理の機能はどのように組織すべきか

• サイバー捜査と最終処理の各段階においてどのようなコミュニケーション手段と権限を確立すべき

か

• サイバー犯罪の捜査と最終処理の計画に関与すべき人物および関与のタイミングとは

• 最終処理のために整備すべきツール類、人員、および手順とは
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はじめに

サイバー犯罪が行われると、その活動の証拠は通常、意図的（ウェブサイトの改ざん、機密情報の開

示）、または不注意（センサー、マルウェアバイナリ解析によって記録された IP アドレス）のいずれか

で残る。法の執行機関、または他の捜査機関が犯罪に最初に対応する際には、特に攻撃者が自分たちの

痕跡を隠そうと高度な技法を用いている場合や、本来の活動がそれ以前に始まっている場合には、利用

可能な当初情報は少ないと考えられる。整然としたインシデントレスポンス（IR: Incident Response）プ

ロセスに従い、確実に分析過程の適切な管理を行い、これまでの章で触れてきたフォレンジックや IR 手

法を用いることで、付加情報や証拠が浮かび上がる。当該データには、攻撃者が使用した戦術（Tactics）、

手法（Technique）、手順（Procedure）と併せて、原因の特定（犯罪に関わる個人、またはグループの特

定）や動機の理解、解明に役立つ情報が含まれている場合がある。

その証拠は、今後の事案や分析・起訴の効率向上のために捜査官が経験を積むには役に立つ。今日の

知識、スキル、リソース（インフラさえも）、そしてサイバー犯罪組織の ｢共有（シェアリング）｣ エコノ

ミーが背景となっているため、1 か所の犯罪現場で見つかった犯行遺物だけでは、サイバー犯罪者の特

定、または効果的な起訴を可能にするには十分とは言えないようである。これが、情報共有がサイバー

犯罪捜査において極めて重要であるとする 1 番の理由である。情報共有を行えば、対応できていた可能

性のある初期活動段階での犯行遺物や検知指標を特定して、以降の犯罪を防ぐことができるかもしれな

い。特定の種類の犯罪は、プライバシーへの配慮や、起訴に向けた付加証拠検出に極めて重要な調査上

の詳細であることから、共有できる情報の種類をやむを得ず制限する必要がある。つまり、サイバー犯

罪の阻止に実際に役立つと言えども、情報がすべて共有できるわけではないということである。

本章では、サイバー犯罪の情報共有における手法、および関連する制限事項について触れている。特

に、犯罪種類別の管轄地や分類の制限事項、開示担当の当局、および関連情報の共有について解説して

いる。また、共有する情報の文書化や必要条件、および共有の時間軸や目的についてもガイダンスを示

している。本章では、当該要件に基づいた情報共有のための参照フレームワークが記されている。さら

に、本章は組織のマネージャにとっては、防御や保護における関連する方針、システム、そして手順の

決定にも役立つようになっている。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• サイバー犯罪情報を共有する理由は何か

• サイバー犯罪情報を、内部および外部と共有する理由は何か

• どのような要件が、いつ共有する情報の種類を左右するか

• どの場所で、どのようにサイバー犯罪情報を共有すべきか
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はじめに

官民に関係なく、どのような組織であってもリソースには限りがあり、その中で各種機能とそれに関

連する手続きを支えている。リソースは規模の効率と応用の範囲を考えて管理しなければならない。組

織にとって、サイバー犯罪におけるインシデント対応や調査、最終処理は比較的新しい活動であって、

これまでは（経理や総務、情報サービス、顧客サポートのように）一般的な機能として設置されていな

かった。

本章では、サイバー犯罪捜査機能の管理フレームワークを構成、計画および実行するための構造と枠

組みについて説明する。これまで、情報サービスは組織の各機能を支援するように拡大し、管理フレー

ムワークは各種の手順やツールを発展させてきた。サイバーツールあるいはサイバー型攻撃手口を使っ

た犯罪の登場は組織にとって新しい局面であるが、組織はこれに対応し、サイバー犯罪の調査や予防に

取り組み、関連手続きやツールを定める必要がある。階層型およびマトリックス型の組織構造は、サイ

バー犯罪捜査の機能と人員によって実行される活動と対応させて説明する。

本章では、そのような要件に応じて効果的に証拠を収集する方法を作り上げるための参照フレーム

ワークを捜査官向けに提示する。さらに、防衛と予防に関連する方針やシステム、手続きを、組織のマ

ネージャー職が定める上で参考となる情報を提供する。

本章で解説する内容の習得により、読者は次の理解を得ることができる。

• サイバー犯罪捜査および最終処理の機能の目的は何か

• 本機能はどのように組織し、管理すべきか

• 本機能の戦略的な目標は何か

• 本機能のリソースにはどのような要件があるか（スタッフ、ツール、およびコミュニティ）

• 本機能のスタッフ割り当て、管理、指導 / 統制にはどのような技術的・経験的要件があるか

• 本機能（およびそのスタッフ）のパフォーマンスはどのように測定すべきか

• 組織をうまく機能させるには、どのような組織コミュニケーションと戦略的関与を、組織のどの

チャネルに組み込むべきか

• サイバー犯罪捜査および最終処理の機能は組織のどの幹部機能の配下とすべきか
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